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平成 2５年 2 月発行 

● 第３回鎌倉市公共施設再編計画策定委員会を開催しました 

 １月２1 日（月）、第３回鎌倉市公共施設再編計

画策定委員会（以下「策定委員会」という。）を開

催しました。鎌倉市公共施設再編計画ニュース第１

号でもご案内したとおり、策定委員会は、条例に基

づいて設置された有識者等による鎌倉市の公共施設

全体のあり方について議論する会議です。今回の策

定委員会では主に以下の内容について、会議が行わ

れました。 

1. 鎌倉市公共施設再編計画基本方針（案）について 

今回は、これまでの審議で全体像がまとまりつつある「鎌倉市公共施設再編計

画基本方針（案）」について議論がありました。 

意見公募手続（パブリックコメント）を実施するにあたり、第２回策定委員会

で審議された鎌倉市公共施設再編計画基本方針（素案）から、一部見直しを行い

ましたので、ご紹介させていただきます。 

公共施設マネジメントの必要性から導いたものを、「公共施設マネジメントの

３原則」として整理しました。ここでは、新たに「市民が誇れる施設のあり方」

として、鎌倉に相応しい施設のあり方への配慮と、鎌倉ならではの市民力を活か

した取り組みについて掲げました。３原則の内容は次のとおりです。 

 公共施設マネジメントの３原則  

● 行政サービス提供のあり方の大幅な見直し …施設と機能の分離、公設・公営の発想転換 

● 財政と連動した適切な施設保全 …優先度に基づいた更新、効率的・効果的な施設の管理運営 

● 市民が誇れる施設のあり方 …歴史、文化、景観への配慮、市民力を活かした施設の管理運営 

５つの取組方針については、アクションプランというサブタイトルを設け、見直しを行いました。 

 ５つの取組方針（アクションプラン）  

〇 マネジメントの実現と着実な進展 …新規単独施設整備の原則禁止、トータルコストの約５０％縮減 等 

〇 施設と機能の分離による公共サービスの再構築 …公共施設を伴わない公共サービスの提供 等 

〇 市民・民間事業者との協働 …民間事業者の資金・ノウハウの活用、市民力を活かした管理運営 等 

〇 全庁的な問題意識共有と体制整備 …マネジメントを実践し、財産管理に取り組む体制の構築 等 

〇 地域ごとの施設のあり方の見直し …現在の５つの行政地域にこだわらない、公共施設の適正配置 等 
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2. 意見公募手続（パブリックコメント）について 

ここまでご紹介したとおり、「鎌倉市公共施設再編計画基本方針（案）」について、現在、意見公募

手続（パブリックコメント）中です。 

これについて、市ホームページで情報を公開するとともに、市役所２階の経営企画課及び各支所にて、

「鎌倉市公共施設再編計画基本方針（案）（パブリックコメント用）」の冊子（モノクロ版）と案内チラシを

配布しています。 

また、意見公募手続（パブリックコメント）を実施するにあたり、策定委員会の根本委員長から「市

民の皆さんへ」としてメッセージを頂戴しており、案内チラシの裏面に掲載しています。「どうしてこ

のような取り組みを行っているのか」、「どのような行動が必要なのか」、などについて、専門家の視

点によるメッセージとなっていますので、是非ご覧ください。 

 意見公募手続（パブリックコメント）  
・対象施策等：鎌倉市公共施設再編計画基本方針（案） 
・募 集 期 間：平成 25 年 1 月 28 日（月）～平成 25 年 2 月 26 日（火） 
・提 出 方 法：意見に住所・氏名・電話番号を添えて、郵送、ファックス、メールまたは持参 

 ※詳しくは、案内チラシ、広報かまくら 2 月 15 日号、または本市ホームページをご覧ください。

３. 市民シンポジウムの開催報告について 

「これからの鎌倉市の公共施設を考える」～結論を先送りに

しない、次世代に向けた取り組み～と題した市民シンポジウム

を平成２５年２月２日（土）に開催しました。 

当日開催前は小雨模様でしたが、１００名弱の方にご来場い

ただきました。市長あいさつから始まり、策定委員会委員長の

根本祐二氏（東洋大学教授）の基調講演、本市の取り組み説明、

パネルディスカッション、質疑応答という流れで実施しました。 

質疑応答では、３名の方からお話を伺いました。 

２名の方からは、個別の施設についてと取り組みのスケジュールについて質問を頂戴しました。質問

の主旨は、「総論は分かったが、個別の施設には事情がある」、「個別の施設の検討をいつ行うのか」

というものでした。個別の施設について、いわゆる各論については、来年度以降の公共施設再編計画の

策定の中で、市民の皆さんのご意見を伺いながら進めることが重要であると意見交換されました。 

もう１名の方からは、「夢のような未来の都市像を描いていたが、現状が厳しいことが良く分かった。」

という主旨の感想をいただきました。 

このように、今後も市民の皆さんのご理解を得られるよう、分かりやすく丁寧に取り組みを進めてい

きます。 

 お知らせ  
このシンポジウムの様子は、ＪＣＮ鎌倉（ケーブルテレビ）の番組「ケーブルＴＶ ｄｅ講演会」

（平成２５年３月の毎週、月・水・金曜日の１５時から１６時）で繰り返し放送される予定ですので、

是非ご覧ください。実際の放送日時等はＪＣＮ鎌倉の番組表でご確認ください。 
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